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ITER における損失α粒子（プラズマ閉じ込め領域から炉壁へ損失するα粒
子）計測は、プラズマ燃焼維持や装置健全性維持の為に重要である。しかし、

その計測手法の確立には至っていない。そこで我々は、損失α粒子に起因す
るγ線測定を利用した方式の計測法開発に取り組んでいる。敷衍すると、
ITER 第一壁材料ベリリウムと損失α粒子との核反応 9Be(α,nγ)12C による
4.44 MeVγ線を測定することで損失α粒子の発生分布を取得するという原理
に基づいている[1]。本手法は、損失α粒子の損失領域分布の計測に適し、か
つ炉心から離れた場所に検出器を設置可能なため、中性子照射やγ線による
放射線損傷、熱損傷やノイズを軽減することが可能である。 
現在我々は、本計測に用いるγ線計測用シンチレータとして Ce:LSO の検
討を進め、これまで損失α粒子と Be の炉壁における核反応について、
Am-Be 線源による模擬実験を行
った。結果を図１に示す。線源か

ら発生する 4.44 MeVγ線と中性
子同時照射中の波高スペクトル

測定を行い、4.44 MeVγ線に対す
るエネルギー分解能は 7%である
と分かった。上記に加え、中性子

によるノイズの影響や、全吸収比

を左右するシンチレータの形状や

取り付け位置等の検出器設計に

関しても EGS４等を使用し、検討
を進めている。 
本発表ではこれらの詳細について報告する。   
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図 1 Am-Be 線源による Ce:LSO 波高スペクトル 


